
岩内町学校運営協議会指針（案） 
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平成３０年２月 

岩内町立小中学校運営協議会推進委員会 



１ はじめに 
学校運営協議会制度の導入、実現可能な事業の選定 

協議会の規則づくりや、コミュニティスクールの体制整備 

 協議会の機能や規則をつくり、学校・保護者・地域が協力協働できる 

仕組みや体制を整備していく。 

 学校を取り巻く組織や、会議･行事等を整理し、持続可能な「学校･ 

地域･保護者の総合的な組織」となっていけるよう、できることから始め、

徐々に活動を充実させていく。 

コミュニティ･スクールを推進するための取組（学校支援ボランティア） 

 学校からの要望に応じて、地域の方がボランティアとして学校を応援

する、いわば、地域につくられた学校の応援団。 

 様々な知識や技能を持った地域の皆さんが、学校の教育活動を支

援する取組を推進する。 

①教育活動支援 ②生活指導支援 ③環境整備支援 ④学校安全支援 
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学校支援ボランティア （例）  

①教育活動支援  

授業の支援（家庭科・書道・スキー・水泳）、総合学習などの指導補助、 

クラブ活動・部活動の指導、学校行事の支援、図書の読み聞かせ など 

②生活指導支援  

スマートフォンやインターネットの利用方法の適正化に向けた指導、 

不登校児童生徒への自己肯定感や自己有用感を体感させる取り組み など 

③環境整備支援  

学校花壇の整備、施設の清掃や修繕、図書整備や貸し出しなど など 

④学校安全支援  

登下校の見守り、交通安全指導、あいさつ運動  など  
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４ 基本理念 

 地域に根差した 開かれた学校づくりを目指す 

○学校･家庭･地域の連携と協力 

○教育の点検と評価、改善 

○情報公開と説明責任  

子どもたちの育成環境の 
       総合的な充実 
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６ 基本施策 

 ○ 学校経営計画や学校行事等の企画･運営（例） 
1 学校の教育目標や経営計画などの基本方針の承認 
2 各種講話やレクリエーション、 

修学旅行のプラン等に関するアドバイス 

 ○ 地域の特性に応じた特色ある学校づくり（例） 
1 町の文化財や伝統工業、地域産業に関する授業支援 
2 自然体験活動等に関する支援 

 ○ 教育活動への地域人材の積極的活用 （例） 
     様々な知識や技能等を持った町民による 

教育支援活動の体制構築に向けた支援 

 ○ 地域の行事や活動への児童生徒及び教職員の参加（例） 
 1 地域ボランティア体験に関する参加支援 
 2 地域の伝統行事や各種イベントに関する参加支援 
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